
文
臣
四
卑
パ
月
一圏十

一
日
第
三
種
郵
便
物
露
司

(
暢
月

一
岡

一
日
競
θ
冒

(禁

轄

載
)

曾 學沸 経學k國帝i都京

叢論謝
號 一 箪.春 蕉'ト 気 節

行 幾 日 一'月 七 年 七r和 昭

払岬

叢

経

濟

統

制

の

理

論

的

根

慷

.

.
経
濟
學
博
士

作

田

荘

一

:

法
學
博
士

神

戸

正

雄

租

税

ご

公

益

.

.

.

.

.

.

一
政
墾

術

附
地
方
算

法
に
就

き

て

.

.
法
學
博
士

財

部

静

治

時
…

論

恐
慌
打
開
策

と
し
て
の
『
購
買
力
補
給
案
』
.
経
済
學
士

谷

口

吉

彦

研

究

統

計

比

率

に

就

い

て

・

…

.

.

.

.

.

.
経

濟
學

士

蜷

川

虎

三

金

敷

量

読

の
殺

展

に
就

い
て

.

.

.

.

.

.
経
済
學
士

松

岡

孝

児

幕

末

の
財

政
紊

乱

に

つ

い
て

:

:

.

.
経
済
學
士

大

山

敷

太

郎

論
…

軒
先

貨
幣

の
主

観

傾

値

に

つ
い
て

・
.
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政
治
算
術
附
地
方
算
法
長
就
き
て

の財

部

静

治

闘

「
天
道
無
端
從
理
可
以
推
其
機
、
天
道
至
妙
因
敷
以
可
明
真
理
、
蓋
理
因
数
顕
教
從
理
由
、
故
理
数
可
相
椅
而

.

不
可
蓮
池
」
と
は
、
「
ヶ
ト
レ
ー
ノ
研
究
」
中
中
人
論
の
章
に
題
句
と
し
て
引
け
る
所
に
し
て
、
そ
は
實
に

「
算
學

啓
蒙
」
の
著
渚
薬

糠

の
書
奮

、
鍵

芽

欝

欝

盗

蓮

而
し
若

算
學
啓
蒙
は
、
明
奨

位
の
「算
法
続

宗
」
と
共
に
、
我
国
近
世
撒
學
の
曙
光
を
生
む

に
預
り
て
力
あ
り
、
特
に
後
者
は
本
邦
数
學
の
登
達
上

一
新
紀
元

を
開
き
し
毛
利
勘
兵
衛
重
能
か
、
我
邦
敷
學
書
の
濫
觴
覗
せ
ら
れ
乍
ら
、
今
は
憎
む
可
く
も
散
佚

に
蹄
せ
る

「
蹄

除

矯

」

二
悲
を
著

は

す

に
嘗

、
主
と

し

て
準
標

せ
る
所

と

せ
ら

る
、
後

者

は
又
同
人
元

和
八

(西
紀

=
三

二
)

年
刊
行

の
別

著
「
鵠
第

書
」
と
共

に
、
徳
川

時

代

に
於

け

る
経
済

登
達

に
適
慮

し
、
順

當
な

る
螢

達

を
遽

げ

し
和
算

の
烽
火

と

な
り

し
所

に
し

て
、
そ

の
後
著

上
木

の
年

次

か
、
本
編

の

一
重

要
人
物

た

る

男
。
け受

生

誕

の
前

年

に
属

す

る

こ
と
と
共

に
、
先

づ
注

目

さ

る

べ
き

こ
と

た
り

。

,資

本
蓄
積

の
慾

が
下
り

て
民
間

に
普

及
し

、
泰

準

の
化

に
浴

せ

る
李

民

も
之

を
念

ふ
に
至
り

、
金
貸

し
及
商

業

は
薮

に
初

め

て
、
金

銭
を
使

ひ

つ
つ
金
銭

を
儲

く

る
の
手
段

視

せ
ら

る
る
こ
と
と

な

れ
り
、
近
年

の
所

謂
縄
濟

合
理

政
治
算
術
附
地
方
算
法
に
就
き
て

第
三
十
五
巻

三
七

第

一
號

三
七
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政
治
算
術
附
地
方
算
法
に
就
き
て

第
三
十
五
巻

三
八

第

一
號

,

三
八

主
義

に
あ

り

て
は
、
別

に
現
時
経

済

肚
會
當

面

の
急
務

に
、
露

せ
ん
と

す

る
の
諸
事

相

を
伴

ふ
べ
き
も

、
浪

漫

の

気

分

叉
胃
瞼

の
手
段

に
訴

へ
て
、
金

銭
を
漁

れ

る
中
古

の
精

神

に
反

し

、
輓

近
商
業

主
義

の
透

徹

に
専

心
た

る
の

.一
鮎

は
依

然

と
し

て
そ

の
核
心
信

念

と
す

べ
く
、
か

か
る
心
情
愛

化

の
初
登

は

ω
。
∋
σ
葺

が
夙

に
名
案

し

て
、

「
経

濟

合
理
主
義

」
と

呼

へ
る
所

な

り
.
而

し

て
そ

の
心
境
攣
化

の
時

運

に
際

會

し
、
商
賈

の

一
投
藝

と

し

て

の
簿
記

襲
明
又

使
用

さ

る
る
に
至
り

、
産

業
上

確

か
な

る
計
算

に
當

る
こ
と
と
な

b

し

は
、
大

に
顕
彰

す

べ
き
所
な

り

.

簿

記

の
登
展

を
告
げ

、
之

に
伜

び
商
業

の
全

局

を
通

じ

、
合

理
的

叉
敷
學

的

な

る
仕
組

一
般

に
弘

く
採

用

せ
ら

る

.如
ヅ」
と

と
η

り

,
脅

す

る
所

持

聞
及
場

斯

の
確
貴

計

量

、
諾
形

式

の
契
約

.
土
、地
測
量

,翰
、近
度

量
衡

注

、
都
市
計

書

、
官

鵬
會

計

の
形

態

と
な

り

て
現
は

れ
し
や

、
實

に
輓

近
産
業

の
具
と

し

て
須
要
訣

く

べ
か
ら
ざ

る
所

た
り
、

同
時

に
又

そ

の

一
事

相

と
な

れ

り
、
之

が
爲

に
纒
螢

の
合

理
化

と

な
り
、
之

を

し

て
氣

狂

れ
及
運
任

せ
の
嫌

な
き

を
得

せ
し

め
、
金
儲

け

の
見

地

上
安

固

な

る
客

観
的
性

質

を
之

に
帯

は
し

め
た

り
、

こ
は
文
物
復

興

が
産
業

に
奇

興

せ

る
貢
献
中

、
最

も
明
確

又
直
接

た

り
し

一
鮎

に
し

て
、
個

人
的

利
益

、

一
身

の
責
任
並

に
自
由

競
争

の
揚
言

を
之

に
件

へ
り

、
而

し

て
そ

は
藝
衛

、
文
學

、
宗

敏
及
政

治
上

に
も

、
活

躍

せ

る
と
同

一
の
精
神

た

り
き
¢

翻

り

て
之

を
近

世

の
日
本

に
就

き
察

す

る
に
、
海

外
貿
易

の
螢
達

永

く
阻
止

せ
ら

れ
、
之
と

相
挨
ち

て
大
商

工
業

の
不

振
を
続

け

し
た

め
、
敷

學

の
順

當
な

る
登
達

も

、
西

洋

と
大

膿

に
其

の
揆

を
同

じ
・プ
せ
り
と
な

し
兼

ぬ

る
が
如

き

も

、
算

数

の
知
識

及

そ

の
慮

用

上
、
洋
算

の
移
植
を
看

る
に
至

る
迄
、
蒙
昧

の
域

を
脱

せ
ざ
り

き
と

す

る
は
當

て

す
、
砦

に
村
前
引
用
舌
筋

學
集
解
題
中
華

所

願
の
値
あ
り
爺

ち
写

2)Cf.Hobson,theEvolutionofModernCapitahezn.rev.ed.iSo6p.22.



ぬ

も

徳
川
初
期
に
入
り
て
は
、
職
事
が
止
ん
で
商
業
寮
榮
え
、
武
人
が
聞
散

な
る
に
從

っ
て
種

々
の
學
問
技
術
が
研
究
せ
ら
れ
る
時
代
と
な

っ
た
、

も

も

あ

も

も

も

も

も

へ

も

さ

も

　

駁
撃
も
社
倉

の
要
求

に
由

っ
て
賞
用
を
圭
と
し
趣
味
を
從
と
し
て
勃
興

し
、
藩
士
と
町
民
と
が
之
を
學
ん
だ
と
共
に
・
戦
争

の
無

い
時
代

の
失

職
者
で
あ
る
多
く
の
浪
人

の
申
か
ら
も
和
學
(
國
文
墨
)
軍
學
、
儒
學
、
敷
學
を
修

め
て
家
を
成
す
者
が
生
し
た
、
幕
府
及
び
諸
藩
に
於

て
も
籔

學

の
教
養
あ
る
者
を
勘
定
方
、天
文
方
、算
學
師
範
、
軍
學
師
範
等

に
擢
帰
し
、
京
都
、
江
戸
、
堺
、
大
阪
、
長
崎
を
初
め
各
都
市

の
商
人
も
實

際

の
必
要
か
ら
数
量
を
修

め
た
。

.醸

の
籔
學
者
は
港

元
明
の
支
饗

楚

開
眼
せ
ら
れ
な
が
ら
、
必
ず
し
も
彼
國
の
攣

書

の
轟

的
踏
警

甘
ん
事

・
蘇

蜜

恥
齢

顧
慮

し
っ
っ
、
理
論

と
際
用
と
に
各
自

の
蜀
創
を
加
味
す
。

と

、
素

よ

り

純

正
数

理

の
見

地

よ

b

せ

ん

か

、
徳

川

時

代

に
於

け

る
和

算

の
登

達

は

、
慮

用

主

に

し

て
理

論

從

た

り

し

嫌

な

き

や

、
學

問

上

…数
學

に
封

し

て
彿

は

る

る
相

當

の
尊

敬

は

、
寧

ろ
怠

慢

に
附

せ
ら

れ

た

る

の
概

な

き

ゃ

、

題

画
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讐
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右
心
酬
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嘆
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餐
・遣

に
鼠

講

煽
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・撞
、ヴ郡
ハ
滋
汐
僧
慨
、.凱
.
穆

σ
.獺

離

に
離

職

1
"織

少

し

く
考

察

せ
ん

か

、
大

宰

春

壷

が

そ

の
芸
『
経

済

録

」

(享
保
+
四
即
ち
西
紀

一
七
二
九
年
の
自
序
を
附
す
)
第

六

巻

學

政

中

論

ぜ

る

所

に
よ

る

に
、

素

よ

り

算

数

を

全

然

無

視

せ

る

こ
と

な

き

も

、
學

は
第

一
に
儒

學

、
次

に

は
武

學

の
外

に

出

で
す

と

し

、

そ

の

他

文

及

武

の
藝

術

品

多

き
中

に

、
算

数

は

天

文

、

暦

術

、

讐

方

、

卜

筮

等

と

共

に
、

文
藝

の

一
つ

に
敷

ふ

べ
し

と

し

、

そ

の
祀

會

上

の
地

位

よ

り

せ
ば

、
算

数

家

は
茶

を

嗜

み

、
花

を

栽

え

、

或

は

鳥

獣

を

養

ふ

の
小

技

小

術

に
當

る
者

と

、

相

去

る

こ
と

遠

か
ら

ず

と

考

へ
た

る

に
似

た

り

、

そ

の
後

幕

末

に
至

り

て
も

一

例

を

暴

ぐ

れ

ば

、

儒

學

以
外

圭

と

し

て
自

然

科

學

に
閲

す

る
泰

西

の
學

理

に
も

逼

曉

し

、
彼

此

比
較

評

論

上

卓

抜

の
識

見

に
富

め

る

活

學

者

帆

足

萬

里

(安
永
七
乃
至
嘉
永
五
年
即
西
紀

一
七
七
八
1

[
八
五
二
年
)
か

、

弘

化

元

(
一
八
四
四
)
年

の

述

作
「
東

港

夫

論
」
申

請

ぜ

る

一
節

に
よ

る

に

、

曰

く

政
治
算
術
附
地
方
算
.法
に
就
き
て

第
三
十
五
巻

三
九

第

一號

三
九



政
聾

術
附
地
方
算
法
に
就
き
て

第
三
+
五
巻

四
〇

笙

號

四
〇

今

の
士
人
算
術
を
胃
吏

の
事
な
り
と
て
學

ば
ず
、
珠
算

は
誠

に
習
吏

の
事
な
れ
ど
、
筆
執
り
も
亦
習
吏

の
事
な
り
、
然
れ
ば
と
て
文
学

か
か
ぬ

人
も
な
し
、
書
数

は
同
じ

こ
と
に
て
、
算
術

し
ら
ぬ
人
は
無
筆

と
同
じ
、
行
届
か
ぬ
ζ
と

の
み
な
り
、
奸
吏
士
大
夫

の
不
算
を

し
る
ゆ
え
、
源

帳
を
詐
り
、
金
銀
を
盗

む
な
り
、
士
大
夫
た
る
人
、
宜

し
く
鍛
を
學
び
て
、
国
賊

の
法
、
金
財

の
出
納
を
志
明
察
し
、
郡
奉
行
、
勘
定
方
を
も

差
引
し
て
使

ふ
へ
し
、
左
も
な
く
て
は
経
濟

に
捨

て
行
届

か
ず
、
毎

に
余
財

の
こ
と
に
て
官
吏

に
制
せ
ら
る
る
な
り
。

と
瑚

春
壷

の
前

引
用

書
と

距

つ
る
事

百

有
饑
歳

、
そ

の
間
駸

々
乎

と

し
て
登
達

せ
る
化
政

の
文
運

を
も
挿

め

る

仁

拘

は
ら

す
、

現
今

尋
常

一
年
生

に
も
算

術

を
掻

く
る
と
同
様

、
之

が
要
度

を
緊
切

と
考

ふ
る

に
至
ら

す
、
西
海

一

小
藩

の
政
務

に
も
與

b

し
新
人
.を

し
て
、
此

…
大
苦

言
を
吐

露

せ
し
め
た
り

、
而
も
亦

そ
は

そ
の
當
時

肚
會
制

度

上
、
圭

と

し

て
學
周

を

儚
む

べ
き
特

別
階
級

と

し

て
の
士
人

に
就

き
て
然

り

、
元
来
學
問

に
隷
遠

き
農

工
商

の
諸

階
級

民

に
就

き

て
は
、
推

し

て
知

る
べ
き

の
み
、
今

迄

を
裏
書

す

べ
き

一
例

の
み

を
畢

ぐ

る
の
趣

償

に
よ
り
、
昆

ノ

張
の
人
六
合
亭
主
人
文
政
十

一
(
天

二
八
)
年
の
著
「
眼
前
敷
近
道
」
中

「
慶
長
治
国
の
後
、
賓
永
正
徳
に
漢
學
再
び

盛
に
・
享
保
の
中
項
よ
り
募

に
下
」
り
・
「
需

の
猶
簾

の
書

落
」
つ
、
「
新
麦

藤

明
和
呆

朝
の
墓

ム

ス

コ

ひ
ら

け

た
り
」
と
説

き

つ

つ
、
俗
人
中

に
て
も
特

に
「
庄

屋
組
頭

の
息
子

た
ち

へ
激

」
ゆ

べ
き
、
「
ヨ
・、、
ホ

ソ
ノ
次
第
」

に
就

き
説

く
所

を
窺

ふ

に
、

そ

の
幼
少

年
中
讀

み
書

き
を
習

は

し
め
た

る
後

、
授

く

べ
き
も

の
と

し
て
謂

へ
る
あ

り

o
。
撃

護

よ
"
少
・
讐

を
よ
む
も
・
ろ
・
・
経
・
は
讐
導

立
義

竃

馨

・
次
覆

・
本
朝
孝
子
傳
・
轟

響

曲
禮
の
三
碧

を
蕎

を
し
・
羅

を
聞
・
無

・
て
・
と
く
と
腹

に
入
・
れ
ば
よ
み
た
・
異

な
・
、
此
外

の
書

は
姜

ず
。
て
ぎ

し
、
い
か
に
乏

い
ふ

'

ヒ

ト

ツ

に
畢

間

の
要

は
只

行

ひ
の

一
に
と
ど
ま

れ
ば
な
り
。

3)大 正+五 鞭 行 帆足萬里全 集上巻.7項 参照、 本論著 は 昧 文庫及 日本経 済
叢 書に も敢録せ られ、恰 も引用せ る一節の5;:旬中、多少 相違 す る箇庭あ るも
大 旨を妨 げ ざるを以て之 を不問に付 す。



と

、
素

よ

り
常
時

は
全

図
書

一
な

る
課
程

の
定

及
激
科

書
あ

り
し

に
非

す
、
從

び

て
之

を
以

て
全
國

一
般

を
律

す

べ
き

に
非

す
と
錐

も
、
そ

の
言
説
中

直
接

政
治

に
關
す

る
も

の
を
擧
げ

ざ

る
は

、
そ

の
時
勢

に
照

し
さ
為
あ

る
べ
き

事

と
首
肯

さ
れ
得

べ
き

に
反
し

、算

敷

に
少

し
も
言
及

せ
ざ

る

の

一
事

に
至
り

て
は
、
今

日
よ
り

せ
ば
寧

ろ
怪

誘

に

堪

へ
ざ
る
所
な
り
・
百
馨

前
の
書

に
あ
り
て
も
荷
然
り
、
宴

な
・
哉
、
今
を
書

・
と
正
に
二
百
年
、
帥

ち
享
保
+
七
年
洛
南
三
宅
氏
也
来
著

墓

産
業
袋
」
(本
蓄

序
せ
る
釜

が
二
+
撃

伊
肇

涯
・
門
に
學
び
し
、
木
村
鳳
愛

號
兼
山
な
ら
ん
と
、
推
測
せ
ら
る
る
は
特
に
注
意
す
べ
し
)

懇

之

盃

中

、
「
地

積

の
微

考

並

圖

」
て

ふ
見
出

し

の
下

に
、

昂
然

と

ノ
ご
或

從
「
鵬

吻

D
大

概

一を
説

け

る
や

、

徳

川

後

年

紀

に
於

け

る
諸

迂

儒

か
神

學

問

に
、

堕

す

る

の
嫌

あ

り

し

反

　

コ
ヨ

　
　
コ
　と

く

ロ
ノオ

し

　　　　

　り

面

に
於

て
、

そ

の
漢

學

よ

b

疎

外

さ

れ

た

る
俗

人

中

.

か

く

名

實

不
似

倉

と
想

は

し

む

る
,

文

字

愈

蓮

ね

つ

つ
も

、

経

瞼

の
知

識

尊

重

の
意

気

を

示

し

、
向

學

の
素

朴

な

る
欲

求

を

之

に
よ

り

表

明

せ

る
者

あ

り

し

や

、

大

に
嘉

す

べ

し
・
此
間
長

し
退

い
て
徐
ろ
に
我
邦
輓
近
統
計
學
登
展
の
以
前

に
遡
り
て
省
み
る
に
、
夙

に
我
地
方
算
法
が
本

邦
国
情
に
相
慮
し
て
、
西
洋
統
計
學
理
の
移
植
を
見
し
ょ
り
遠
き
以
前

に
濫
觴
し
、
そ
の
登
達
上
統
計
學
の
見
地

よ

り

す

る
も

・

看

遁

が

し

讐

事

功

を
擧

げ

た

り

、
英

国

農

業

経

濟

の

學

理
及

實

際

上

.
歴

史

に
赫

灼

た

る
光

輝

を

放

て

る

〉
「二
　

ぎ

蹟

の

一
名

著

政

治
算

衛

藝

夏

蔦

『
　

二
6
・
6
。
口
一p
凶コ
圃コ
・、

9

・.の
『<
四
二
。
口
・口
。
昌

9
。

国
「
。
]。
Ω
壽

Q∩
9
器

o
「
9

0
馨

切
葺

巴
三

p
昌
=̂

一旨

弓
}
一。
一三
8

0
{
二
δ

㌧
o
一陣受

一一一
二
'。

国

一∩
。
二
「
p
σq
e
ロ
　。
【戸斤
。
「

〉
㈹
「
一。

・一一ゴ
「
P

一
N
N
α

か

、

人

口

、

食

料

代

償

、

奢

侈

、

農

圃

の

大

小

、

園

ひ

農

圃

等

に

關

す

る
計

数

材

料

を

含

み

、

著

者

自

身

を

し

て

政
豊

術
附
地
葺

法
に
就
・
て

第
三
+
五
巷

四
一

蔓

號

里



政
治
嘗
外
術
附
地
方
篁
一法

に
就
を
て

第
三
十
五
巻

四
二

第

一
號

四
二

是
等

の
計
算
を

一
貫

し
て
、
諸
問
題
に
就
き
不
人
氣
な
る
方
面
を
、
取
扱

へ
る
こ
と
を
痛
切

に
感
ず
、

一
著
書

の
主
た
る
目
的

と
ナ

る
所
、

一

国
民
を
説
得
し
現
事
情

の
下
に
安

ん
じ
て
知
足
た
ら
し
む
る
に
あ
り
、
喜
悦
し
て
暮
す

べ
き
事
由

に
就
き
、
殆
ん
ど
敏
く
所
な
き
を
篤
信
せ
し

む
る
に
あ
り
と
せ
ん
か
、
(
非
凡

の
才
能
を
以

て
之

に
當
ら
ざ
る
限
り
)
成
功

の
程
は
畳
束
な
し
、
か
か
る
業
績
上
衆
庶

に
媚
ふ
る
如
き
事
は
露

程
も
含
ま
ず
、
寧

ろ
公
衆

の
偏
見

に
逆

ひ
て
進
む

べ
く
、
か
く

て
期
待
し
得

べ
き
報
酬

の
凡
て
は
、
少
数
具
眼
者

の
聡
讃

に
外
な
ら
ず
。

と
謂

は

し

め
た

る
も
、
主

眼

は
寧

ろ
全
編

三
章

及
附

録
中

、
英

國
農

業

の
奨
働

策
及

そ

の
諸

障
碍
撤
磨

策

を
議

せ
る
、

初

め

の

二
章

に
存
す

る
の
状

あ

る
に
照

し

、
顧
図

上
多

少

の
威
慨

な
き
能

は

す
、
予
輩

は

二
十

年
前

「
統

計
星
・の

著
書
中

斯

學

の
滑
革

を
説

く
や
、
普

通

に
英

図

に
起

れ

る

一
派

の
統
計

學

と

し

て
政
治
算
術

あ
」
る
を
擧
げ

、
「
其

時

は
本
邦

に
於

潤し
粟

田
八

紘

の
新
編

地

方
算

浩
集
く享
保
五
乍
乃
。っ
西
暦

一
七
二
〇
年
)
闘
犠
編
(
同
九
年
)高

尾

時
麻

の
篇
　浜

人
渤
農

圃

本
録
(
同
+
年
)
登
行

を
見

た

る
時

代

に
少

し
く
発

ち
」
た
り
(社
倉
統
計
論
調
初
版
四
一
五
頁
参
照
)と

せ
る
を
想
起

し
、
今

更

め

て
此

一
編

を
草

す

。

二

経
済
合
理
主
義
の
螢
生
に
關
し
て
は
、
前

に

ご
言
す
る
所
あ
り
き
、
そ
の
時
運
は
別
言
す
れ
ば
、宗
敏
の
濁
断
定

敏
的
哲
學
の
盲
奉

に
代
り
て
、
人
文
開
化
に
就
き
て
の
實
際
的
研
究
興
隆
の
気
運
開
か
れ
た
る
こ
と
と
符
合
す
、

而
し
て
そ
の
當
初
帥
ち
大
膿
に
第
十
七
世
紀
の
初
め
以
来
、
特
殊
研
究
法
を
捜
せ
る
は
,
學
問
的
眞
理
探
求
に
志

せ
る
を
物
語
る
も
の
た
り
、そ
の
研
究
法
た
る
や
人
道
主
義
及
宗
敏
改
革
以
來
興
起
せ
る
諸
學
問
の
、定
数
脱
離
的

奮
働
上
試
練
せ
ら
れ
て
そ
の
功
果
を
擧
げ
、
又
質
在
観
察
の
小
基
本

に
算
勘
を
施
す
の
歎
學
的
方
法
は
そ
の
研
究

う

シ

法
中
最

も
信
頼

す

べ
き

も

の
た
り
き

。
等

し
く

こ
れ
算
簿

な

る
ぎ

之
,に
ト
占

を
兼
ね
し

め
、
「
輿

ほ
と

の
か
り
や

の



、

.
診

、驚

、.三
f

サ

ン

内

に
身

を

お
け

る
算

所

の
も

の

の
恨

め
し

の
世
や
」
(
冊
二
番
職
人
欧
合
)
と
歌

は
し

め
た

る
、
古

き
世

の
き

ま

に
就

き

て
は
別
途

の
考
察

を
要

す

べ
き

も
先
畳

しd
霧
o
昌
等

に
よ
り
育

成

さ

れ

た

る
、
新
學

の
敷

理
活
用

は
實

に
弦

に
存

し

た
り
。
而

し

て
右

の
遽

運

は
學

問
上

の
道
標

的
支
柱

を

》
「犀
亀

①
の
論

理

に
登
見

せ
り

、
そ

の
論
理
た

る
實

に

目
6
8
霧

ぐ
o
昌

諺
4
三
8

以
来

、
…幾
多
人
道

主
義

者

を
通
し

、
近

世

を
掩

ひ

て
貫

流

せ

る
所
た

り
。
又
右

の
形
式

論

理
は

一
の
研
究

學

理
と

す

べ
き
ょ
う

は
、
寧

ろ

一
の
叙
説

學

理

に
相
癒

せ
り

、

そ

の
新
ら

し
き
思
惟

の
仕

方
上

職

分

と

す

る
所

は

、
客
観

を
期

す

る

に
あ

る
も

、
そ

は
所
謂
客

観

に
愚
直

な

る

べ
き
認
識
た
ら

す

、
學
問

的
赤

誠

ス
タ

　

ト

リ
ツ

ヘ
ス

コ
ウ

オ
　

ル

と

も
汎

言

し
得

べ
き
も

の
は
、

そ

の
背
後

に
潜
在

せ
り

.
帥

ち

そ
は
国
家

接
康

目
的

た
り
.

そ
は
目
的

論
的
考
察

法

を
避

け
乍

ら

、

目
的

論
的
考
察

法

と
殆

ん
呂
並
行

方
向

に
向

け
ら

れ

た
り
、
而

し
て

こ
の
氣

運

を
最

も
よ
く
代

表

せ

る
は

、
「
國

民

の
富
」
へ
の
奮
岡

に
存

し
た

り
酬

統

計

學

に
於

け

る
「
政
治

算

術
」
も
、
右

思
惟

の
仕
方

に
促

さ
れ

て
登

生

せ
り

,
そ

は
當
然

の
成
行

上
英
蘭

に
於

け

る
が
如

く
、
人
身

の
自

由

、
そ

の
法
律
的
國
家

的
自

由
及

そ

の
経
済

的
競
争

自

由
が

、
最

も
迅
速

に
貫

徹

さ
れ

た

る
國

に
て
之

を
見

た
り

、

そ

の
國

に
は
新
國
家

及
肚
會

秩
序

の
諸

弊
害

も
最

も

、
迅
速

に
現
は
れ
た

り

、
帥

ち

園
内

に
は
諸
大

都
市

の
形

に
よ

る
最
初

の
新

人

口
密

聚
起

り

、
そ
の
生

活
難

、
そ

の
住
宅
難

を
件

び
、
高

死
亡
敷

、

高

犯
罪
歎

を
生

め
り
、
そ

の
國

に
て

は
現
存

せ

る
僅
少

の
観
察

基
本

を
本

と

し
、
全

人

口

へ
及

ぼ
し

て
計

算

す

る

こ

と

も
必
要

と

な
り
、

そ

の
計
算

は
「
政
治
算

術
」
と
呼

ば
れ

た
り
。

そ

の
政
治
算

術

は
元
来
人

口

に
騙

す

る
事
件

に

就

き
、
國
家

政
筑

土
利
用

さ

る

べ
き
洞
察

を
毬

ぐ
る

の
、
材
料
牧
得

の
た
め

に
用

ゐ
ら

る
、
そ

は
何
等

の
實
鐙

な

政
治
櫨昇
術
附
地
」万
紳算
法
に
就
き
て

第
三
十
五
巻

四
三

第

「
號

四
三
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政
聾

術
附
地
方
算
法
に
就
き
て

第
三
+
五
巻

四
四

篁

號

四
四

ン
シ

ツ

シ

エ

フ

オ

レ

き
算

術

た

る

こ
と
な

し

、
寧

ろ
事

物
裁
断

的

一
算

減
た

ゲ
、
そ
は
観
察

の
根

蔕

に
立
脚

し

て
、
一
層
廣

汎

な

る
結
果

を
汲
出

す

べ
く

、
而

も
そ
は
観
察

の
振
大

に
よ
ら

す

し
て
、
計
算

的
係

敷

の
採

用

に
よ
り

て
然
.り
、
そ

は
眞

の
統
計

襲

に
始
ま
る
も
芝

は
所
業

離

鴉
の
み
に
限
ら
れ
、
而
し
て
か
か
・
袋

的

籍

果
よ
り
譲

(
幕

叉

は
一
國
全
艦
)を
推
断

し
、
或

は
総

観
察

に
本

づ
き
何
等

か

の
「
計
算

」
に
よ
り

、
全

く
別
途

の
目
的

に
之

を

利
用

せ
ん

と
す

、
例
令

ば

一
寺

廣

の
出
生

を
観
察

し

、
他

の
寺

恒

に
於

け

る
出

生

を
推
断

し
、
或

は
右
第

二
例

に
よ
り
全
出

生

を
敷

へ
、
之

に
本

づ

き
人

口
数

を
逆
断

し
、
叉

は
兵

役
能

力

あ

る
人
員

の
割

合

を
、
計

算

上
決
定

せ
ん
と

す

る

が
勢

崇

福

言
p
8
巳
超

の
「
英

図

史

」
に

は

一
六

⊥
八
二

年

に
設

立

さ

れ

た

る

即
o
琉
巴

ω
。
n§

団

。
{
目
o
己

。
コ
(話
σq
ρ
嵩
・。
切
。
ユ
陰
鬱

ピ
。
巳

。
&

が

、
政

治

算

術

の
揺

籃

と

し

て
祀

輻

せ

ら

る
、

こ

の

學

會

は
事

實

上
葉

蘭

の
傑

出

せ

る

政
治

算

術

を

、

成

人

せ

し

め

た

る
功

績

を

有

す

、

而

も

そ

は
圓

理

に
閉

し

て

一
新

世

界

を

開

拓

せ

る

Z
。
～く
一。
旨
を

酋

長

と

し

て
然

、9

0皇

國

學

會

は

何

事

に
か

當

れ

る

、

そ

は

そ

の
會

則

に
よ

る

に

巴

.。

.=
=
一

昌
舞
樽.一.臼
一一=
増刷一

β
.瓢
二
日
ρ
⊂
。

=
4
=
⊆
一戸、

㏄∩
囲。
孟

霧

①
×
℃
9

目
窪

8
「
⊆
ヨ

ま

o
耳
o
「ご
ω
嘆
o
日
o
く
9

α
霧

に
濫

さ

ん

と

せ

り

、
從

ひ

て
鮮

明

に
諸

自

然

科

學

に

資

せ

ん

と

す

る

一
施

設

た

り

、
事

買

上

そ

は
概

し

て
物

理
及

自

然

研

究

を

、

促

進

せ
し

め

た

る

一
學

院

た

り

き

、

其

の
會

報

嗣
げ
ま

。・o
℃
三
〇
巴

日
田
塁
p
o
ま

閉

は

自

然

科

學

的

論
集

た

り

。

學

者

と

し

て

世

に
立

て

る

こ
と

な

か

り

し

∩
娼

叶p
ぎ

甘
ぎ

O
冨
彗

什

は

、

設

立

即

時

の
右

自

然

研

究

學
會

に

、

5)Cf.Wolffop・cit・SS・=7s,=79・



換
言
す
れ
ば
夙
に

一
六
六
二
年
そ
の
論
文
を
提
出
せ
･ウ
ニ
そ
の
中
に
は
著
者
が

一
六
〇
三
年
以
後
の
教
十
年
間
に

於
け
る
'
倫
敦
の
死
亡
と
同
期
間
内
に
於
け
る
出
生
記
錬
と
に
本
づ
き
'
得
ら
れ
た
ろ
統
計
材
料
と
し
て
'
そ
れ

白
燈
と
し
て
は

一
大
資
料
と
す
べ
き
こ
と
な
き
も
の
に
定
理
を
加

へ
'
人
口
及
出
生
に
於
け
る
男
女
の
計
教
的
割

命
'
出
生
及
死
亡
の
比
例
教
'
死
亡
年
齢
別
'
倫
敦

へ
の
凍
住
'
住
居
需
用
等
に
就
き
'
又
全
人
口
内
に
於
け
る

精
神
病
者
の
割
命
F
自
殺
者
の
制
令
等
に
就
き
'
庶
多
の
結
論
を
下
し
た
-
.
而
し
て
著
者
は
倫
敦
の
死
者
日
放

に
本
づ
-
古
計
数
的
査
定
を
､
豊
凶
拳
骨
に
投
出
す
る
に
常
-
､
｢自
然
把
L
LJ
L
で
従
妹
未
だ
骨
で
試
み
し
人
な

く
.北
斎
瀬

の

風
胴
に
よ

れ
ば
､
ijI,,Ic･3
叩･I
に

,L
i
岬
Q

小
岩

i
･,
i
;-I-.
!

･!a
h
;-T
a!1i
is

の
憧
粥
S
ut串
寸
る
こ
と
･5-.そ
の
裡
由
と
lij

ち
.a皇

囲
拳
骨
は

G
ra
tlnt
の
論
文
を

二
ハ
六
五
年
に
馨
表
せ
り
t
か
-
て
同
年
を
以
て
政
治
算
術
樹
立
の
歳
と
す

る
は
'
理
由
あ
る
一
見
解
親
し
得
べ
き
も
'
名
耕
そ
の
も
の
は
そ
の
後
に
至
-

P
etty
に
よ
-
妾
出
せ
ら
れ
た
り

項
を
改
め
て
説
-
こ
と
と
せ
ん
が

三シラムン

セ
キ
ハ
ン

ヤウ

｢
京
都
に
て
吉
事
に
は
白
蒸
'
法
事
に
は

赤

飯

'

大
阪
に
て
青
草
に
は
赤
飯
､
法
事
に
は
白
蒸
｣
.

赤
飯
の
蒸
横

ッ
キ-

ウ
ル

7
ヅ
キ

の

積

に

供
米
七
斗

渡

米

三
斗

赤

小

豆

三
斗
､
右
百
軒
分

､
但
し
萱
軒
分
萱
升
宛
｣
と
は
'
文
化
四
(
一
八
〇
七
)
年
の

ヽ

ヽ
ヽ

序
を
附
し
'
大
坂
書
林
布
屋
忠
三
郎
港
部
屋
勘
兵
衛
俊
行
に
係
る
'
｢
進
物
使
覚
｣
中
に
説
-
所
掌
C,'
吾
人
は
轟

に
甫
金
産
業
袋
を
引
用
せ
る
か
､少
し
-
沈
思
せ
よ
'簡
畢
な
る
右
二
引
用
が
何
を
語
る
か

を
'
又
想
へ
｢積
-
｣
て

政
治
算
術
附
地
方
算
溝
に
就
き
て

第
三
十
五
巷

四
五

第

1
戟

四
五

6) Cf.WolfF,op･cit･S.1791 倍 ケ トレ- CCH那花3('貢以下参照
7) Cf.Wol斤,op.clt.S.180.



政
治
算
術
附
地
方
篁
　法
に
就
き
て

第
三
十
五
巻

四
六

第

一
號

四
六

ふ

一
語

の
裡

面

に
、
私
経
済

的
個

人

の
裁

縫
及

料

理

の
末

に
も
及

ぼ

せ

る
歎

學
的

慮
用

が
如

何

に
廣

く
賞

用
化

さ

れ

し
か
を

、
そ

は
「
筍
も
算

家

立
李

相
慮

之
術

を
紹

ぎ
、
泰

西
精

緻

の
理

に
瞼

校

し

て
其

の
法

を
自
得

し

、
小
犬
互

用

せ
ん
と

す

る
者

、
料

を
卑
近

に
採

り
理
を
高

遠

に
求
む

る
」
(
ケ
ー。
レ
ー
の
研
究

一
〇
〇
頁
参
照
)
も

の

に
非

す
し

て
何

ぞ

や
、
凡

そ
丸

く
す
と

の
宣

傳
的

定

敏
を
軽

信
株
守

せ
ん

か
、
耐
櫻

を
閉

観
亡

る
の
道
鏡

を
生

む
が

如

き
事

例

、
鬼

門

の
人

の
夢

に
宿

さ
れ

す
と

は
誰

か
保
護

す

る
を
得

ん
、
九
察

期

す

る

の
誠
意

あ
ら
ば

.
ヂ

ュ
・
ア
ル
ー3
、
ス
ト
ー

ン
ト

ン
及

ケ

ム
フ
ァ
ー

の
東

洋
紀

行

を
、
援

用
す

る

の
絵
裕

も
自

ら
遠

覧

の
人

に
は
宿

さ

る
べ
し
、
そ

は
兎

も
角
是

等

東

洋
資

料

勘
も
.
不
利

の
人

口
研
究

に
採

入

れ
煮

る
、
碩

學

寓
隷

罫

㎝
を
生

み
し
同

}
國

に
於

て
偶

副
聾

ぎ
ω
以

前

に

≦
、一目
p
ヨ

蜀
。
【蔓

あ
り

、
恋
†
先
名

鑑
「
政
治
算

術
」
を
提

唱

せ

る
も
、
亦
等

し

く
算
家

立
李
想
鷹

之

術
を
恢
弘

せ
る
の

.

一
著
例
と

す

べ
き

に
非

す

や
。

ヌ
タ

ヂ

ス

チ
　

ク

ム
ー
謙

り

て

學

名

統

計

學

登

詳

の

本

土

た

る

猫

逸

に
就

き

、

少

し

く

考

察

す

る

に

統

計

學

て

ふ
名

繕

が

、

時

を

経

る

に
從

び

國

情

研

究

て

ふ
奮

専

門

よ

り

、

計

歎

的

窮

理

に

及

ぼ

す

の

新

専

門

に

移

る

こ

と

と

な

り

、

記

事

前

古

猫

逸

大

學

派

の

頽

勢

は

、

表

面

に

現

は

れ

た

り

、

此

轄

換

を

惹

起

せ

る

は

元

来

二

事

情

に
由

れ

り

、

一
は

諸

国

統

計

局

の

出

現

穿

り

(普
國
最
初

の
統

計
局
長
た
り
し

り
。
。
唱
。
=

困
∋
閃

は
、
罰
。
、
。一・..
に
よ
り
該
博
な
る

一
経
済
統
計
論
を
、
最
初
に
試

み
た
り

と
せ
ら
ね
し

一
書
、
閏
9
「毬
ゴ
P昌
鴨
5
島
【)興

畠
①ロ
Z
餌
ま
コ
巴
-"
O
δ
ゴ
言

93

山
o。・
「
「巴
m・・同旨
ゴ
①コ
ω
宣
p
ジ
噂
巨
ロ
警
雪

ユ
〔
コ
乏
o
崔
陰
Pコ
山
㎝O
ヨ
臼

田
O詫
O
ゴ
・

冒
..
・
旧
臣
9

印。。。
い
を
著
は
せ
る
.」
と
を
注
意
す
、
尚
ケ
ト
レ
ー
の
研
究

二
〇
頁
参
照
)

二

は

肚

會

知

識

の

主

要

な

る

一
部

が

、

圭

と

し

て
英

図

に

於

て
計

算

に

関

す

る

學

問

、

　即
ち

上

来

説

き

乗

れ

る

政

治

算

術

の

一
部

と

し

て
育

成

さ

れ

、

そ

は

時

8)京 都法學會雑 誌第六.S164頁 以下、
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と
共
に
益
々
そ
の
意
義
を
増
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
即
ち
官
塵
統
計
材
料
は
元
来
原
則
と
し
て
嚴
に
秘
密

に
付
せ
ら

れ
た
る
が
、
漸
次
大
學
派
統
計
學
者
も
、
幾
多
の
政
治
算
術
家
同
様
之
を
そ
の
掌
裡
に
牧
む
る
に
至
り
、
間
も
な

く
又
若
き
大
學
派
統
計
學
者
間
の
風
潮
も
、
政
治
算
術
の
方
法
に
よ
り
計
数
材
料
に
進
み
で
手
入
れ
を
加

へ
、
そ

の
内
部
關
聯
を
穿
た
ん
と
す
る
こ
と
に
移
り
行
け
り
、
此
革
新
は
古
き
大
學
派
統
計
學
者
に
と
り
て
は
、
唯
物
的

ゲ

マ
イ
ネ

コ
チ
ヤ

　

レ

ン
ス
タ

ヂ

ス
チ

　

カ

　

タ
ベ

ル

レ

ン
ク
ネ

ヒ
ナ

に
し

て
幾

分

か
不
行

跡

の
迷
誤

と
観

せ
ら

れ
た
り

、
「
表

の
家
乗

」
叉
「
俗
物

計
敷
統
計
家

」
の
嘲

語

を
放

て
る
は
、

之

が

た
め
な

る
も

、
時

は
右
學

者

の
論
孚

を
顧

み
ず

経
過

し
行

け
り
、
本

邦
寛

政
十

二
(
一
八
Q
O
)
年
伊
能

忠
敬

全

國

を
跋
渉

し
、
経

緯
度

を
加

ハ、
し

日
本
實

測
圖

を

、
作
製

し
始

め
た

る
比

の
濁
逸
統

計
離
昇

の
概

況
は

、
實

に
斯

く

の
如

く
な

り

き
。

困
。
洋
楓

の
政

治
算

術

を
窺

ふ
に
先

立

た
ち

、
そ

の
小

傳
を
繹

ぬ

る
は
無
益

に
弄

す
、
氏

は

エ

八
二
三
年
換

言

す

る

ば

有
名

な

る
英

国

航
海
條

例

の
制

定

を
見

た

る
約

三
十
年
前

.
五
月

二
六

日
南
英

=
餌
彗
星

】一「Φ

の

胃
戸幕

切。
)、

一

裁

縫
師

の
子

と

し

て
生

る
、
○
圏
。
a

に
學

べ
る
後

、
二

八
四

三
乃

至
四

六
年
中

和
蘭

の

ピ
o
罷
。
臣

及
佛
國

巴
里

に

學

び
、
理
學

者

、
離
断

馴
者

、
醤

學
者

た
り
、
六

〇
年

に
は
物

理

に
よ

り

O
×
∂
「ユ

の
學

位

を
受
け

、
翌
年
塞

げ
ら

れ

て
同
大

學
解
剖

學

敷
授

と
な

り
、
同
大
學

に

て
化
學
物

理
及
解
剖

學
を
講

じ
、
別

に
又
倫
敦

O
「Φ
ω訂
已

∩
。
=
.
聡

に

音
楽

を
講

じ

た
り
、

五

二
年

に
は
愛
蘭

軍
隊

の
軍
轡

長

と
な

り

、
五
四
年

に
は
政
府

の
委
任

に
よ
り
愛
蘭

没
牧
地

の
測

量
及
分

配

に
當

り

、
愛
蘭

諸
産

業

の
勧
奨

に
努

む

る
と

共

に
、
そ

の
機
會

を
利
用

し
同
地

に

一
大

所
有
地

を

ナ
イ
ト

得

た

り
、
⊥
ハ
O
年

に
は
皇
國

學
會
創

設

の
議

に
興
り

、
山
ハ
三

年

に
は
そ

の
酋

長
と

な

れ
り

、
六
九

年

に
は
士
爵

に

政
治
算
術
附
地
方
算
法
に
就
き
て

第
三
十
五
巻

四
七

第

一
號

四
七

Cf.Scbnapper・Arndl,;Sozialstatisヒik,Volta….・Ausgabe.IIS.To;Zahη,Art.野9)

Statistik,,imConrad,sHandw査=terbuchd.e,4.A.VII.S.870.



政
治
算
術
附
地
方
算
法
に
就
き
て

第
三
+
五
巻

四
八

笙

號

四
八

赦

せ
ら

れ
、

そ

の
間
國

會
議
員

に
も
擧
げ

ら

る

、
次

い
で

、

二

八
八

七

年
十

二
月
十

六
日
倫

敦

に
卒

す

、
逡
産

の

a
い
L

止
る

年
空

玉
霧

　

し
・
傳

へ
-

る
、
・

の

二
子
息

竺

七

一
九
年

・∩
一、6
一ぴ
.一.・、.

伯

に
叙

せ
-
れ
写

の
娘

は

融

鍮

困難

態
無

鍛
輔鰐
簿

難
儲範
趨
鵜

難
詳

へらるみ
瞬離
鰍
曝

所
は
冨
身
た
る
ゼ
そ
は
夙
に

一
六
七
四
年
諸
重
要
事
項
に
於
け
る
倍
比
の
用

に
就
き

℃
⑰菖

が
試
み
た
る

一
論
に

穰
駈

齢

す

べ

き

も

の

の

如

し

、

帥

ち

蛍

。。
o
o
口
誘
o

∋
巴

o

げ
臥
o
器

一一器

用
o
図
鑑

u伽
o
ユ
o
崎

。
h
跨

o

悼
α
静

。
{

客
。
<
の
田

σ
o
門

エ

や

く

ヒ

ヰ

　
ト

コ

ロ

ロ
コ

ゆ

り

め

り

し
　

ド

ロ

ト
　

　
　

　

ト

　

レ

　

し

き

く

　

ヘ

ヨ

し

磯
暴
露

昨
春
黍
蕪
黍
馨
轟
韓
㌍
韓
酵
牲
舞
蝕
籍
蓋
轍
灘

の
前

書
と

し

て
入
れ

し
右
書
簡
中

言

へ
り
、
「
世
界

に
於

て
今
後
樹

開
拓

さ

る

べ
き
、

一
の
政
治
算

術

娼
。
=
ユ
。
、
一

ヨ

リ

リ
　

　

m

。
皿

㏄

ca

p

讐
綴
撫
嘱
課
馨
鷺
避
難
肥画地
鞍
騒
腰
繋
難
解
鼎
綱無
蕊
㎜讃

す

、
蓋

し
盧
傭

、
不

釣

合
、
矛

盾

は
、
如
何

な

る
雄

辮

に
よ

る
も
匡

正

さ

る
る
を
得

す
、
最

も
好
適

せ
る
諸

機
關

に
よ
り
凡
て
膿
裁
よ
-
整
然
た
る
章
句
を
聯
ね
て
誉

れ
、
高
調
及
抑
揚
を
付
し
て
宣
言
せ
ら
る
と
す
る
も
然
レ
、
犠

璽

轡

況
し
て
形
式
的
に
粉
粧
さ
れ
た
姦

藤

蟹

夢

以
て
す
る
は
何
等
の
繁

し
最

純
の
薯

酒
は
ブ
・
ン
ヂ

罪

㎜
麟

ロ

　

ロ
ノ

ロ

コ

む

ボ

ヨ

む

　

ア

　

1
及
蜂

蜜

に
よ

り
救

は

る

る
を
得

ず

、
不

良

な

る
料

理

は
香

料
及
砂
糖

を
澤

山

に
盛

る
こ
と

に
よ
り
、
美
味

に
戻

C
8
6
P
C
E

り

る

　

　

ユ

タ

む

　

し
得

ざ

る
と

異

ら

す

」

と

。

,

、



政
治
算

術

の
題

名

を
含

め

る

℃
。
犀
堵

の
述
作

は

、
そ

の
生
前

に
も
繰
返

さ

れ
た
り

、
前

述

の
如

く
用

語

の
起

源

び

に

就

き

種

々

の

年

次

擧

げ

ら

る

る

は

之

が

た

め

な

る

べ

し

、

(
ヶ
ト
レ
ー
の
研
究

三
八
頁

に
著
書
題
名
全
部
を
引
け
る
固
著

の
み

に
て
も
、

=
邑

の
全
集
第

二
巻
に
附
せ
る
ペ
ッ
チ
ー
の
出
版
書
目
年
表

に
よ
れ
ば
数
種
あ
り
、
吾
人
は
今
著
者

の
死
亡
後
六
十
絵
年

に
し
て
出

で
し

九

第
・
霊

に
右
全
集

に
牧
む
る

一
六
九
・
年
獲

外
そ
の
護

貰
物
覧

る
の
餐

を
石
芋

從
ひ
て
肇

な
る
　・、
馨

慧

に
之
を
避
く
)

吾

綿

入

は
以

下
政
治
算

術

の
何

た

る
か

に
就

き
、
窄

陣蔓

自
身

の
語

る
所

を
引

く

こ
と
と

す

べ
し
。

睦

曇

{

多
少
直
接

に

穿

桑

海
の
精
神
を
奉
じ
つ
つ
・
研
究
し
た
り
と
考
ふ
べ
き
事
由
あ
り
・
即
ち
實
謹

批恥

及
精

確

を
重

ん

じ
た

り
、
世

上

℃
6
けq

に
つ
き
傳

ふ

る
が
如

く
、
皇
国

學
會

の

一
會

合

に
際

し
、
何
人

か
が

「
著

羨

し

く
大

禄
り
し

と

の
語
勘
使
用

せ

番
に

樹

し
,
「
撒

・
簾

最
叉
ぱ
衡

」

佃
表

明
す

る
が

如

誰
、

言
語
以

外

の
語

脅

縦胤

使

用

す

べ

き

こ

と

九

ら

す

」

6
。
昌
ω
ご

。
『
9
σ
督

江

αq
σq
Φ
『
.
・
.
-
-

.

.跨

曽
コ

目
。

'
<
。
『
山

巨

σq
算

σ
。

=
の
Φ
ユ

σ
¢
汁

≦

ゴ
p
傍

目

9
『
一̂
ω

㎞

無
ミ

こ

ミ
ミ
"
§

§

慧

こ

こ

ミ
ミ
ミ
ミ

と

て
、

之

を
非

難

し
た

る
の

一
貼

を
以

て
、
政
治
算

術

の
特
色

と

す

べ
し
、

嚇

而
・
罠

は
恰
・
「政
治
箒

」
の
蒙

　一号

・

癖

予
が
當
ら
ん
と
せ
る
方
法
は
、
是
迄
は
尚
未
だ
大
に
通
用
せ
り
と
す
る
を
得
す
、
蓋
し
比
較
級
及
最
上
級
の

眠

語
を
用
ひ
・
養

明
な
る
論
旨
を
使
用
薯

代
り
三

子
が
孝

志
せ
し
・
政
治
算
術
の
襲

ど

て
)
道
筋

助

を
踏
み
、
意
の
穿

る
所
姦

、
箋

度
量
名
書

て
書

し
、
五
官
に
訴

へ
た
る
強

目
の
み
を
使
用
し
、

知

自
然

界

に
つ
き

目
撃

し
得

べ
き
根
櫨

を

、
備

ふ
る
原

因

の
み
を
考
量

す

る

こ
と

と
し
、

か
く

て
特

殊

の
人

々

と

の
移

り
易

き
心

、
意

見

、
嗜

好

、
蔵

宿

に
よ
り
左

右

さ

る

べ
き
原

因
は

、
之

が
他
人

の
考
量

す

る
が
儘

に
委

政
治
算
術
附
地
方
算
法
に
就
き
て

第
三
十
五
巻

四
九

第

[
號

四
九



政
治
算
術
附
地
方
算
法
に
就
き
て

第
三
十
五
巻

五
〇

第

一
號

五
〇

諏
、

さ

れ

ば

一
の
肌取
手

を

振

れ

る
結

果

を

豫

言

せ

し

め

、

(又

永

き

練

習

を

待

た
す

)
庭

球

、

撞

球
叉

は

球

戯

σ
。
ξ
『

を

巧

み

に
演

せ

し

め
得

べ

き

が
如

き

、

諸

事

由

(事
由
と
呼
び
得
べ
く
ん
ぱ
)
は
満

足

に
説

き
得

さ

る

こ
と

を

、
由

來

投

射

及

反
射

の
諸

角

度

に
付

U
・
℃
且

・
。
蚤

σ
臣

2

葺

。。ω…一一げ
⊆
9

。
脱
。
=

ゲ
。
》
ロ
σq
】。
・。
。
二

一一n
乙
。
昌
∩
①

磐

匹

図
。
幕

6
二
8

書

か

れ

た

る

も

の

の
中

ザ

最

も
精

密

尽

る
諸

観

念

を

徳

と

し

つ

つ
、

事

買

上

公

言

す

。

輌

喜

ほ

=
八
九

耳

翼

)・
の
舌

よ
り
・
分
け
に
さ
れ
と

劣

本
が
姦

割
倉

勘
　

(凡
・
=

七

頁
)
内
容

の
博

大

は
、

同

署
表
題

の
長

き
に
よ
り

て
も
之

を
徴

す

べ
し
と

し
、

右
引

用
文

の
大
部
分

を
濁
辞

し

て

引

け

る
と
共

に
、

そ

の
21
前

の
別
著
中

に
も
右
主
眼

の
初
部

が

、
同

一
文

句

に
・.凸
り
説

か

る

.Φ
こ
レ
し
セ
詳
記

し
、

唯

右

に
指

摘
さ

る
る
が
如

き
諸
原

因

の
考

量
以
外

に
、
「
現
在

に
て
は
未
だ

そ

の
眞
實

精
確

又
明
快

を
究

む

と

す

る

を

得
す

と
も

、
國

君

の
権
力

に
よ
り
之

が
貫
徹

を
期

し
得

べ
き

、
諸

観
察

」
を
考
察

の
料

と
す

べ
き
旨

添
附

し

ね

り

と

せ
り
。

O
ヨ
=
舜

の
友

た
り

し

一.。
ξ

は

、

そ

の

述

作

○
び
。。臼
毒

ま

蕊

毛

8

9
①

U
=
げ
=
=

国

一一。n
。
{
ヨ
四
『叶四
葺
ざ

ふ
。。
【.

睾

島

窪
。

し∩
け讐
Φ

o
{
二
'㌶

∩
ξ

[ひ
。。
ω

の
表

題

に
よ

り

て

も

、
O
雷
⊆
9

の

研

究

を

直

傭

す

る
者

な

る

こ
と

を

表

明

せ

り

、

尚

一
暦

鮮

明

に
そ

の
旨

を
同

書

勢

頭

に
述

べ

て
曰

く
、
「
倫

敦

死

亡

目

録

に
關

す

る
観

察

は

、

世

界

に
於

け

る

一
新

光

明

た

り

き

、
而

し

て

U
呂

ぎ

死

亡

目

録

に
關

す

る
同

種

観

察

は

、
願

は

く
ば

「
之

が

心
切

り

と

な

り

て

、

そ

の
蝋

燭

の
光

を

一
層

輝

か

し

め
ん

こ

と

を
」

と

、
此

述

作

中

著

者

は

元

来

Ω
『睾

ロ
け
に

よ

る
業

績

以

上

に
、
出

つ

る
を

得

ざ

り

き

・
そ

の

理

由

は

正

に
研

究

材

料

の
不

備

に
蹄

す

べ
し

、
離

ち

同

地

の
死

亡

目

録

に
あ

り

て

も

、

死

者

cf.Fltzmaurice,PolitcalArithmeticinPalaraves'Dictionaryetc.1.p.56;Iz)

1{ull,op.cit.,1。p.244;Schapper.Arndt,d幽.dしSS.12,15.
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の
年
齢

に
關
す

る
報

告

を
咲

き
、
同

時

に
人

口

に
關

す

る
材
料

を
映

き

つ

つ
、
そ

の
研

究

を
途
げ

し
は
之

を
確
言

す

る
の
要
あ

り
、
從

び

て
そ

の
人

口
統

計

的
研
究

に
は
、
著

し

く
想
像

の
元
素

を
含

み
た
り
、
堆

雪

け嘗

は
政
治

上
意
義

あ

る
肚
會
事

項

の
、
計

数
的
叙

説

に
當

れ

る
の
み
な

ら

す
、
氏

に
と
り

て
の
最

要
計
数
即

ち

U
=
σ
一ぎ

の

住
民
数

に
關

し
、
計

算
問

題

と

し

て
之

を
解

き
、
倫
敦

の
死
亡

敷

を

∪
=
窪

ロ

の
死
亡

敷

に
て
除

し
、
其

の
商

に

よ

り
後

地

の
住

民
数

を
算

出

し

た
り
、
「
政
治
算

術
」
て
ふ
名
稻
考

案

の
信
念

は
、
之

に
よ
り

て
も
深

き
を
加

へ
し

な
ら

ん

と
考

へ
て
可

な
ら
ん

。

そ
は
何

れ

に
し

て
そ

の
後

に
於

け

る
「
政
治
算

術
」
そ

の
他

の
諸

論
文

に
よ
り

、
著

者

の
研
究

は
政
治
算

術

と
し

て
名
實

相
調

ふ
に
至

れ
り
、

現

に

回㌔ぞ
。
野

・・叩p畜

営

団、o
臣

6
巴

〉
葺
ぎ
目。
二
。
F

【α
。。
N

に
あ
り

て

は
.
英
蘭

叉

特

に
倫
敦

を

巴
里

及
羅

馬

に
比

し
.
健

全

に
し

て
緯
濟

上
高
位

に
立

て

る
都

市
と

し

て
示

し

、
又
特

に
巴

里

に
比
し

、
住
居
事

情

良
好

た
り

、
家

族

に
富

み
、
登

熟
材

料
廉

な

る

こ
と
之

に
伴

ふ
と

す

る

こ

と

に
究

め
及

ぼ
し
た

り
。
要

す

る
に
氏

は
敷

及
度

量
衡

の
名
義

に
よ
り

、
諸

国

及
諸
都

市

の
状
況

を
比
較

し
、

そ

の
中

よ
り

結
論

を
引
出

さ

ん
と

せ
り

、
從

ひ

て
氏

は
そ

の
研

究

を
人

口
事

情

に
限

る
こ
と

に
甘

ん
ぜ

す
、
特

に
佛

、

蘭

及
英
蘭

に
於

け

る
経
済

財
政
状

態

を

も
、

そ

の
研
究

に
探

入

る
る

に
至
れ

り
61

宜

な

る
哉

℃
臼
ぐ

の
死
後

未

だ

…幾
何

も
経

ざ

る

に
、
∩

U
.9
<
・
壼

耳

あ
り
英
蘭

の
歳
入

及
貿
易

を

論
ず

る

に
當

り
未

だ
普
通

に
行

は
る

る
に
至
ら

ざ

る
新
術
「
政

術
算

術

」
に
よ

り
之

を

取
扱

ふ
べ
し
と
し

、
同

術

に
就

き
説

明

を
試

み
、「
政
治
算

術

と

は
施

政

に
關

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

す

る
諸
事

物

を

、
計
歎

に
よ
り
推

理
す

る
の
術
と

の
意

な
り

、
術

そ

れ
自

艦

は
疑
も

な

く
甚

だ
古

し
、
さ

れ
ど
之

を
歳

入
及
貿

易

て

ふ
特
殊

物
膿

に
慮

用

せ

る
は
、
ω
マ

≦
、■℃
・
偉ぐ

の
最

初

に
始

め

し
所
な

り
(
中
略
)
氏

は
始

め

て
之

の

に
右

の
名

蒋

を
付

し
、
之

を
諸

規

則
及
方

法

の
域

に
上

さ
し
め

た
り
」

と
謂

へ
る
や
,。
(未
完
)

政

派
櫨昇
術
附
地
方
算
法

に
就
き
て

第
三
十
五
巻

五

一

第

一
號

五

一

c
血認
註
譜
轟

㏄
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c
E

④
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